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操作履歴のダイアログ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「チーム開発」ウィンドウにある 「履歴」エレメントでは、実行されたすべてのコミ

ットと、コミットに関連するオブジェクトが表示されます。表示されたオブジェクト

については、ローカル定義とサーバー定義の違いを比較できます。 

 

 

実際に比較結果を確認してみます。WorldCup KB に移動し、「チーム開発」ウィンドウ

にて「履歴」エレメントを選択します。 

それでは、「履歴」エレメントの構造を確認していきましょう: 

「バージョン」リストから、参照する KB バージョンを選択する必要があります。選択

されたバージョンで行われたすべてのコミットを表示できます。 

 

 

 



Video filmed with GeneXustm16 
 
 

P
ag

e2
 

 

特定のコミットを選択すると、「実施日」、「ユーザー名」、「コメント」、「オブ

ジェクトリスト」が表示されます。 

 

 

コミットの履歴で利用可能な操作を見てみましょう 

コミットを右クリックすると、実行可能な操作が表示されます。 利用可能な操作は、

「バージョン」リストで選択したバージョンがローカルで表示しているバージョンと

一致しているかどうかによって異なります。  

・ここにある例のように、「バージョン」リストで選択したバージョンとローカルで

表示しているバージョンが一致している場合、コミットされたオブジェクトのセット

をエクスポートファイルとして作成することと、変更の取り消しにより、実行された

変更をもとに戻すことが可能です。 
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オブジェクトのリストで使用できる操作を見てみましょう。 

3 つのオプションがあります。 

 

 

・「差分を表示」オプションでは比較用のウィンドウが開き、コミット前後のオブジ

ェクトのステータスの詳細が表示されます。 そのため、構造から違いを比較すること

ができます。 

 

 

・「履歴照会」 オプションを使用すると、どのユーザーが特定の変更を行ったかなど、

さまざまな情報を取得できます。 
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・[サーバーの履歴 表示] オプションを使用すると、オブジェクトが含まれているすべ

てのコミットの詳細を示す新しい画面を表示できます。 

 

 

 

 

 


